
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名   鳥取県立米子西高等学校 

重点項目 大学進学 提出日 令和 ３年 ５月 ７日 

 

１ 学校目標 

 多様な価値観を尊重し、主体的に生きる力を育み、持続可能な地域を創造する人財の育成を図る 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

○（高大接続を見据えた）主体的に取り組む態度・思考力・実践力の育成 

 ・課題を発見・認識し、解決の方策を考案し、行動する力の育成 

 ・知識・技能を活用しようとする力の育成 

＜数値目標＞ 

【生徒アンケート】 

・「意欲的に授業に取り組んでいる」との質問に肯定的に答える生徒が75％

以上 

・「学校の課題以外に自らの課題にも取り組んでいる」との質問に肯定的に

答える生徒が50％以上 

・「進路指導（面接・ＬＨＲなど）を通して、進路意識が高まった」との質

問に肯定的に答える生徒が60％以上 

 

【家庭学習時間調査】 

・1年次生：5月、6月及び9月の調査において、何れも平均で100分を超

える 

・2年次生：6月及び9月の調査において、何れも平均で120分を超える 

・第3学年：6月及び9月の調査において、何れも平均で150分を超える 

 

【進路実績等】 

・ＡＯ入試、公募制推薦を利用して国公立大学に合格する生徒が20人以上 

・大学入学共通テストの出願者が70％以上 

・国公立大学現役合格者数が50名以上 

・難関私立大学現役合格者数が20名以上 

○大学進学者数が目標値に達

するなど、成果を上げている。 

 

＜数値結果＞ 

アンケート総数８５３ 

・肯定的回答７３４ 

 ８６．０％ 

・肯定的回答５００ 

 ５８．６％ 

・肯定的回答５１２ 

 ６０．０％ 

・1年5月…116.0分 

 1年6月…82.6分 

 1年9月…94.4分 

・2年6月…111.4分 

 2年9月…122.8分 

・3年6月…129.1分 

・3年9月…202.3分 

・AO・公募制推薦での国公立 

 大学合格者数…２０名 

・共通テスト出願者１９５名 

 ６３．０％ 

・国公立大学現役合格者数 

 ５１名 

・難関私立大学現役合格者数 

 ２２名 

３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

・アクティブ・ラーニング推進のための講師派遣事業 

 英語科により、立命館大学 山岡憲史教授を招いて示範事業及び研究協議の実施 

 社会科により、米子東高 藤原孝夫エキスパート教員を招いて示範事業及び研究協議の実施 

 

 

様式２ 



【独自事業（高大接続改革パシュート事業）】 

・英語力向上事業 

 受験講座及びモデル授業…全国的なコロナウィルス感染症の感染拡大の影響を受け、中止 

多読用図書購入 

・長期休業中の学習会事業 

 長期休業中に自学自習形式の学習会を開催…全国的なコロナウィルス感染症の感染拡大の影響を受け、 

中止 

・進路指導環境整備事業 

 小論文研修…第一学習社より講師を派遣して実施 

進路指導用図書（赤本等）の購入 

教員の大学訪問…全国的なコロナウィルス感染症の感染拡大の影響を受け、中止 

上記大学訪問に代わり、総合的な探究の時間に関する先進校視察…島根県平田高校・松江東高校訪問 

・進路講演会・卒業生講話事業 

 大学教員等による生徒・保護者・教員対象の講演会の開催…学校法人清尚学園の飯塚氏、学校法人河合塾

の石橋氏を招いての講演会実施 

卒業生を招聘しての講話…卒業生７名を招いての講話実施 

４ 総合所見（成果・評価） 

・概ね数値目標は達成されており、大学進学者数を向上させる成果があった。 

・本校の重点校制度となっているもう一つの柱の「キャリア教育」を充実させることが、「大学進学」を実現

する推進力になっている。 

・総合型選抜型入試（AO）での合格者数が増加し、全体的な「大学進学」者数を増加させている。 

・更に「大学進学」をすすめるためにも、学力の 3要素「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に取

り組む態度」を評価するシステムを構築し、授業と連動させた改革を進める必要がある。 

※枚数任意 


